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第 2学 年 家庭科 学習指導案
日 時  平 成 15年 10月 3日 (金)5,6校 時

場 所  西 南中学校調理室

学 級  2年 B組 (男子14名、女子23名、計37名)
指導者 八 重樫 夫 佐子

題材名   わ たしたちのより豊かな食生活 〔A 生 活の自立と衣食住 (5)〕
題材について

(1)生 徒観
全体的に前向きな姿勢で学習に取り組んでいる。特に、食べることに関しては、興味関心が高

い。しかし、食生活や健康に関するアンケー トの結果をみると、朝食を時々抜いてくる生徒がい

たり、一人で食事をとる生徒もいるなど、食習慣の改善が望まれる生徒もいる。また、1日 の食
事の記録をみると、2群や 3群 、4群 の食品群の不足が目立つ。地域的にも家庭で農産物を栽培
している家庭がほとんどであるが、野菜嫌いの生徒が多いのが実態である。また、貧血の生徒も
数名いて、自分の健康を気にはしているが、自分で食事を整えるまでには至っていなかつたり、
調理に携わる機会が少ないのが現状である。

生徒は1年 生の授業では、A生 活の自立と衣食住の (1)中 学生の栄養と食事と (2)食 品の

選択と日常食の調理の基礎を履修しており、「何を」「なぜ」「どのくらい」食べるかについて学
習し、その上で、魚 ・肉 ・野菜の調理上の性質を学び、それらを用いた調理実習を行つている。

(2)題 材観
中学生は、体の成長が著しく、活発に運動する時期である。また、今の体づくりが成人になっ

てからの健康維持の基礎となる大事な時期でもある。しかし、自分の食べたいものを好きなだけ
とる食事になつている傾向が強い。そのことにより、栄養のバランスが崩れ、体調不良を訴える
生徒もいる。そこで、この題材では自分自身の食生活を振 り返らせながら、自己の食生活の問題
点に気づかせ、A生 活の自立と衣食住の (1)と (2)の 学習をもとに、一人一人が課題をもち、
課題解決にむけて主体的に学習に取り組むことができるよう本題材を設定した。

(3)指 導観 (指導の構想)
A生 活の自立と衣食住の (1)と (2)の 学習だけでは、自分の食生活をもつと身近なものと

して考えるまでには、至っていないようである。そこで、この題材では、自分の食生活を振り返
らせるきつかけをっくり、生徒一人一人が課題をもつて、主体的に学習活動を進めることができ
るようにさせたい。アンケー ト結果や食事記録によると、朝食を抜かしてきたり、摂っていても
おかずが少なかったりする生徒がいたので、規則正しい食生活をめざして、簡単にできる朝食づ

くりに取り組んだ。また、栄養的な問題点としては、主にビタミン類不足、カルシウム不足、鉄
分不足の3つ があげられた。それら3つ をテーマとし、それぞれの栄養素を多く含む食品を調べ

たり、それらの食品を使つて不足栄養素を補 う食事を考えるようグループごとに学習を進めた。
調理実習では、(2)で は取り上げなかつた食品を用いたり、地域の食材をいかす等、よりよい食
生活を実践していこうとする態度を育てたい。また、お互いの課題にそって学習した成果を発表
する事によつて、よりよい食生活となる学習内容を共有できるようにもさせたい。

3題 材の目標及び評価規準
(1)題 材の目標

ア 自分の食生活に関心をもち、日常食や地域の食材をいかした調理の工夫ができる。
イ 会食について課題をもち、計画を立てて実践できる。
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生活や技術への
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日常食や地域の食材を
いかした調理 と会食につ
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日常食や地域の食材
をいか した調理 と会食
に関す る基礎的な知識
を身に付けている。



4題 材の指導 ・評価計画 (11時 間扱い)

5本 時の指導 (8～ 9/11)

(1)授 業の構想

自分の食生活を振 り返らせた時に、朝食を抜いているとか、カルシウム ・鉄 ・ビタミン不足な
どといつた課題に気づき、その課題解決を目指して調べ学習を行つたり、調理実習ななどの体験活
動を行 うなどの学習を課題別グループごとに主体的に行わせたい。本時は、課題別グループごと
に不足 している栄養素を多く含む食品について調べてから、簡単にできるおかずの調理実習を行
い、更にはお互いのグループが調理を紹介 し合 うことで、学習内容を共有する場面を持たせたい。
また、地域の食材を生かすことにより、地産地消運動を意識させるきつかけづくりとさせたい。

(2)目  標
ア 課 題解決に向けて、計画にそつた調理をすることができる。(技 能 )
イ 学 習成果を紹介し合 うことで、よりよい食生活づくりとなる内容を共有する事ができる。

(関 心 ・意欲 ・態度 )

時 学習活動 (指導内ラ 評 価 規 準

関心 ・意欲 ・態度 工夫 ・創造 技  能 知識 ・理 解

食事のとり方を考
えよう
(自分の課題把握)

・自分の食生活
に問題点はない

か考えよ うとし
ている。

・自分の摂取した

食事を食品群ごと
にまとめることが

できる。
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(2)

(2)

(2)

(2)

栄養的にバランス
のよい食事を考え
よう。
簡単な朝食づくり

自分の課題解決の

ための調査

調理の計画と発表

調理実習

(本 時 )

・自分の食生活
に関心をもち、

意欲的に学ぼ う
としている。

・お互いの学習

成果を意欲的に

学ぼ うとしてい

る。

・地域の食材を取
り入れようとして
いる。

・地域の食材をい

かし、調理を工夫
したり、食生活を

豊かにしようとし
ている。

・手順や安全に留

意しながら実習計
画を立てることが

できる。

・計画にそつて調

理ができる。

・朝食の必要性を
理解することがで
きる。

・不足しがちな栄
養素を含む食品を
知る。

2 郷土料理調べ と実
践

・身近な郷土料
理に関心をもち、
意欲的に調べ よ

うとしている。

・身近な郷土料理
の調理実習ができ
る。

・郷土料理の意義
を理解している。
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過
程

学 習 活 動 教師の指導 ・援助
r留音喜彊等)

教具等
(資料)

評仙 く判断基準 ・万松,

導
　
入
斡

1前 時の復習

2課 題を確認
一一 <本 時の学習

1宮景暑岳畳啓吊二督魯言岳畳魯こ
課 題

> 十

一 二 一 一 一 十 一 ― ― 一 一 一

・実習計凹

表
・板書

展

開

8 5

分

・学習プリ
ント

・実習計画
表

・学習プリ
ント

〔技能〕
①調理計画にそつて手
順よく実習できる。

・観察
・自己評価
・相互評価

〔関心 ・意欲 ・態度〕
①テーマにそつて学習
してきたことを積極的
に発表 しようとする。

・発表の様子
・学習プリン ト

①よりよい食生活づ く
りとなるよう内容を共
有することができる。

・学習プリント

i 計 画にそつた
!を学び合お う。

調理実習をし、お互いの学習成果

3調 理実習
(40分 )

グループごとの
発表
( 1 5 分)

5試食
( 1 5 分)

6 あ とかたづけ
( 1 5 分)

・作業内容、分担を確認させる。
・安全に気をつけて作業を進めさ
せる。
・班内で協力 し合つて、時間内に
調理 ・囲膳できるようにさせる。
・できあがつたものを他の班にも
配らせる。

・グループごとにどんな点に気を
つけて献立を考えたか、主な材料
は何かを発表させる。

メモを取らせながら、聞かせる。

。他の班の料理も観察 し、試食 さ
せる。
・調理に使つた食材 と栄養素の関
係に気を付けさせなが ら、試食さ
せる。

・班員で協力 し合つて作業させる。

終
　
結

・。
分

7本 時のまとめ

8次 時の予告

・自己評価をし、本時を振 り返 ら
せる。

・郷土料理について学習 していく
ことにふれる。

・評価用紙

画にそつた調理をするこ
とができる。
(技 能 )

②学習成果を紹介しあう
ことで、よりよい食生活
づくりとなる内容を共有
することができる。

(関心 ・意欲 ・態度)

・計画にそつた適切
な実習時間配分、調
理器具の扱い方、安
全な作業や手順に十
分に留意 した実習が
できる。

・他の発表を聞いて
内容を共有し、自分
の食生活の改善に関
心を強くもつことが
できる。

・実習時間内の配
分、調理器具の扱
い方、安全な作業
や手順で実習でき
る。

・他の発表を聞い
て内容を共有 し、
自分の食生活の改
善について考える
ことができる。

。時間内に安全に
作業ができるよう
机間巡視をしなが
ら声かけをする。

・メモをしつかり
取らせながら、自
分がこれからでき
そうなことを考え
させるよう声かけ
をする。

・活 動 の

子
・自己評価
・相互評価

・活動の様
子
・学習プ リ
ン ト
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2年 番 名前
グループ ……………=・

12年
十班 長
班  員

料 理  名

<係 分担>

・材 料

・用 具

・点 検

<材 料と分量と切り方分担>

☆ぞ1の中
で不号桟≧と:建野開露、る食品
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<材料を取祐笛警違碍繰課母キ等><出 来上がり図>

は

地域食材に○ 材
｀
料 名 1人 分 10人 分 切 る人

3 0            4 0
0 分          1 0            2 0


